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前
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払
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災
地
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継
続

適

正

な

施

工

確

保

等

へ

国 交 省

　

国
土
交
通
省
と
建
設
業
４
団

体
が
３
月
30
日
に
開
い
た
意
見

交
換
会
で
、
日
本
建
設
業
連
合

会
の
山
内
隆
司
会
長
は
、
公
共

工
事
で
の
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）
の

活
用
義
務
化
を
要
望
し
た
。
山

内
会
長
は
「
元
請
け
完
工
高
の

４
分
の
１
に
す
ぎ
な
い
日
建
連

会
員
企
業
だ
け
で
は
数
値
目
標

の
達
成
は
難
し
い
」と
主
張
し
、

直
轄
工
事
で
の
モ
デ
ル
工
事
の

早
期
原
則
化
、
地
方
自
治
体
へ

チ
数
の
目
標
数
値
を
定
め
て
お

り
、「（
目
標
達
成
の
た
め
に
）

日
建
連
以
外
の
団
体
に
も
指
導

を
お
願
い
し
た
い
」
と
国
交
省

に
求
め
た
。

　

さ
ら
に
、
日
建
連
以
外
の
事

業
者
に
活
用
を
促
す
た
め
に

は
、
公
共
工
事
で
の
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

の
義
務
化
が
必
要
と
要
望
。
特

に
、
自
治
体
の
発
注
工
事
で
の

義
務
化
を
働
き
掛
け
る
よ
う
求

め
た
。
意
見
交
換
会
に
出
席
し

た
全
国
中
小
建
設
業
協
会
の
土

　

国
土
交
通
省
は
、
契
約
書
と

設
計
図
書
を
統
一
的
に
運
用
す

る
た
め
の
「
土
木
工
事
共
通
仕

様
書
」
を
改
定
し
た
。
こ
れ
ま

で
紙
と
電
子
デ
ー
タ
の
二
重
提

出
を
求
め
て
い
た
工
事
完
成
図

書
な
ど
に
つ
い
て
、
電
子
デ
ー

タ
の
み
の
提
出
へ
と
見
直
し
、

受
注
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
。

全
作
業
員
が
参
加
す
る
安
全
教

育
・
研
修
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
防
止

す
る
た
め
に
複
数
回
に
分
散
し

て
開
催
す
る
こ
と
を
認
め
る
。

き
ょ
う
（
４
月
１
日
）
以
降
に

発
注
す
る
直
轄
工
事
に
適
用
す

も
認
め
る
。

　

工
事
打
ち
合
わ
せ
簿
な
ど
の

工
事
帳
票
は
、
情
報
共
有
シ
ス

テ
ム
で
指
示
・
承
諾
・
協
議
・

提
出
・
報
告
・
通
知
が
行
わ
れ

た
も
の
も
有
効
と
し
、
押
印
・

署
名
を
廃
止
す
る
。
施
工
体
制

台
帳
は
原
則
と
し
て
電
子
デ
ー

タ
で
作
成
・
提
出
す
る
こ
と
を

求
め
る
。

　

工
事
着
手
後
、
全
作
業
員
が

参
加
し
て
定
期
的
に
開
催
す
る

よ
う
求
め
て
い
た
安
全
教
育
・

訓
練
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
を
防
止
す
る
た
め
、

複
数
回
に
分
散
し
て
開
催
す
る

こ
と
も
認
め
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
特
記

仕
様
書
に
記
載
し
て
採
用
を
認

め
て
い
た
「
機
械
式
鉄
筋
継
手

工
法
」
は
、
採
用
件
数
の
増
加

  

東
北
経
済
産
業
局
は
、
東
北

６
県
の
２
０
２
０
年
工
場
立
地

動
向
調
査
結
果
（
速
報
）
を
発

表
し
た
。
１
月
か
ら
12
月
ま
で

の
立
地
件
数
は
、
前
年
比
24
・

０
㌫
減
の
76
件
、
立
地
面
積
は

同
37
・
４
㌫
減
の
92
・
８
㌶
だ
っ

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
先
行
き
が
見
通

せ
な
い
た
め
、
設
備
投
資
を
控

東
北
地
方
整
備
局
②

　
　
　
　
　
　
　

（
４
月
１
日
）

▽
国
土
交
通
本
省
水
管
理
・
国

土
保
全
局
水
資
源
部
水
資
源
政

策
課
企
画
専
門
官
（
鳴
瀬
川
総

合
開
発
工
事
事
務
所
副
所
長
）

清
水
野
豊
▽
鳴
瀬
川
総
合
開
発

工
事
事
務
所
副
所
長
（
河
川
部

河
川
環
境
課
建
設
専
門
官
）
阿

部
光
秀
▽
企
画
部
震
災
対
策
調

整
官
（
白
石
市
建
設
部
長
）
藤

原
裕
▽
環
境
省
福
島
地
方
環
境

事
務
所
中
間
貯
蔵
部
工
務
課

長
（
道
路
部
道
路
工
事
課
長
）

佐
々
木
洋
一
▽
道
路
部
道
路
工

事
課
長
（
花
巻
市
建
設
部
長
）

遠
藤
雅
司
▽
建
政
部
建
設
業
適

正
契
約
推
進
官
（
北
上
川
下
流

河
川
事
務
所
副
所
長
）
大
崎
達

成
▽
北
上
川
下
流
河
川
事
務
所

副
所
長
（
総
務
部
予
算
調
整

官
）
千
葉
靖
▽
総
務
部
予
算
調

整
官
（
郡
山
国
道
事
務
所
副
所

長
）
渡
邉
文
勝
▽
郡
山
国
道
事

務
所
副
所
長
（
総
務
部
人
事
課

長
補
佐
）
鈴
木
達
也
▽
建
政
部

不
動
産
業
適
正
化
推
進
官
（
建

政
部
不
動
産
適
正
取
引
対
策

官
）
佐
々
木
豊
喜
▽
近
畿
地
方

整
備
局
国
営
明
石
海
峡
公
園

事
務
所
長
（
建
政
部
都
市
調
整

官
）
柳
原
季
明
▽
建
政
部
都
市

調
整
官
（
国
土
交
通
本
省
都
市

局
公
園
緑
地
・
景
観
課
企
画
専

門
官
）
峰
嵜
悠
▽
国
土
交
通
本

省
都
市
局
街
路
交
通
施
設
課
街

路
交
通
施
設
企
画
室
課
長
補
佐

（
建
政
部
都
市
・
住
宅
整
備
課

長
）
柳
田
穣
▽
建
政
部
都
市
・

住
宅
整
備
課
長
（
国
土
交
通
本

省
都
市
局
市
街
地
整
備
課
付
）

村
山
弘
晃
▽
河
川
部
地
域
河
川

調
整
官
（
河
川
部
河
川
管
理
課

長
）
平
葭
健
作
▽
同
河
川
管
理

課
長
（
能
代
河
川
国
道
事
務
所

副
所
長
）
三
浦
猛
▽
能
代
河
川

国
道
事
務
所
副
所
長
（
秋
田
河

川
国
道
事
務
所
工
事
品
質
管
理

官
）
櫻
田
勉
▽
道
路
部
路
政
調

整
官
（
南
三
陸
国
道
事
務
所
副

所
長
）
櫻
田
守
▽
同
地
域
道
路

調
整
官
（
酒
田
河
川
国
道
事
務

所
長
）
菅
太
▽
酒
田
河
川
国
道

事
務
所
長
（
観
光
庁
国
際
観
光

部
国
際
観
光
課
外
客
安
全
対
策

室
長
）
髙
野
明
▽
道
路
部
道
路

情
報
管
理
官
（
企
画
部
技
術
開

発
調
整
官
）
赤
森
充
▽
企
画
部

技
術
開
発
調
整
官
（
同
技
術
管

理
課
長
）
赤
平
勝
也
▽
同
技
術

管
理
課
長
（
河
川
部
河
川
工
事

課
長
）
安
部
剛
▽
河
川
部
河
川

工
事
課
長（
同
地
域
河
川
課
長
）

堀
井
一
保
▽
同
地
域
河
川
課
長

（
新
庄
河
川
事
務
所
副
所
長
）

川
口
滋
▽
新
庄
河
川
事
務
所
副

所
長
（
河
川
部
河
川
計
画
課
建

設
専
門
官
）
山
影
修
司
▽
道
路

部
高
規
格
道
路
管
制
官
兼
高
規

格
道
路
管
理
セ
ン
タ
ー
長
（
東

北
技
術
事
務
所
副
所
長
）
大
友

武
彦
▽
東
北
技
術
事
務
所
副
所

長
（
福
島
河
川
国
道
事
務
所
副

所
長
）
種
市
優
▽
福
島
河
川
国

道
事
務
所
副
所
長
（
郡
山
国
道

事
務
所
副
所
長
）
前
田
隆
▽
郡

山
国
道
事
務
所
副
所
長
（
能
代

河
川
国
道
事
務
所
副
所
長
）
佐

藤
幸
喜
▽
能
代
河
川
国
道
事
務

所
副
所
長
（
道
路
部
道
路
計
画

第
二
課
建
設
専
門
官
）
佐
々
木

稔
▽
港
湾
空
港
部
事
業
計
画

官
（
秋
田
港
湾
事
務
所
長
）
渡

辺
淳
一
▽
秋
田
港
湾
事
務
所
長

（
港
湾
空
港
部
港
湾
計
画
課
長
）

渡
部
秀
幸
▽
港
湾
空
港
部
港
湾

計
画
課
長
（
同
港
湾
事
業
企
画

課
長
補
佐
）
新
田
邦
彦
（
続
く
）

鉄
建　
　
　
　
　

（
４
月
１
日
）

〈
東
北
支
店
〉
▽
土
木
部
工
事

第
二
部
長
（
土
木
部
担
当
部

長
）
功
刀
智
▽
同
工
事
第
一
部

長
（
同
）
山
崎
公
嗣
▽
建
築
部

生
産
計
画
部
長
（
建
築
部
工
事

管
理
部
長
）
高
橋
友
彦

オ
リ
エ
ン
タ
ル
白
石

　
　
　
　
　
　
　

（
４
月
１
日
）

▽
東
北
支
店
長
を
解
く
、
執
行

役
員
神
山
正
成

日
本
下
水
道
事
業
団
①

　
　
　
　
　
　
　

（
４
月
１
日
）

▽
東
北
総
合
事
務
所
次
長
兼
運

用
支
援
課
長
兼
福
島
事
務
所
長

（
技
術
戦
略
部
技
術
基
準
課
長
）

若
尾
正
光
▽
東
北
総
合
事
務
所

次
長（
東
北
総
合
事
務
所
復
旧
・

復
興
支
援
室
長
兼
青
森
事
務
所

長
兼
岩
手
事
務
所
長
）
柳
沢
義

昭　
　
　
　
　
　
　
　

（
続
く
）

宮
城
労
働
局
①　

（
４
月
１
日
）

▽
労
働
基
準
部
長
（
厚
生
労
働

省
雇
用
環
境
・
均
等
局
勤
労
者

生
活
課
労
働
金
庫
業
務
室
労
働

金
庫
検
査
官
）
本
多
信
一
郎

▽
法
務
省
訟
務
局
民
事
訟
務
課

法
務
専
門
職
〈
法
務
専
門
管
〉

（
労
働
基
準
部
監
督
課
長
）
政

木
隆
一
▽
労
働
基
準
部
監
督
課

長（
石
巻
労
働
基
準
監
督
署
長
）

佐
々
木
賢
一　
　
　
　

（
続
く
）

東
北
防
衛
局
①　

（
４
月
１
日
）

▽
北
関
東
防
衛
局
調
達
部
長

（
調
達
部
長
）
菅
野
俊
也
▽
企

画
部
長
（
南
関
東
防
衛
局
企
画

部
次
長
）
阿
部
也
寸
志
▽
防
衛

技
官
・
調
達
部
長
（
整
備
計
画

局
施
設
計
画
課
契
約
制
度
企
画

室
長
）
杉
山
英
広
▽
総
務
部
契

約
課
長
（
帯
広
防
衛
支
局
建
設

課
長
）
工
藤
兼
光　
　

（
続
く
）

東
北
農
政
局
①　

（
４
月
１
日
）

▽
津
軽
土
地
改
良
建
設
事
務
所

長
（
東
海
農
政
局
農
村
振
興
部

長
）
南
格
▽
和
賀
中
央
農
業
水

利
事
業
所
長
（
国
土
交
通
省
北

海
道
開
発
局
旭
川
開
発
建
設
部

長
）
鹿
嶋
弘
律
▽
岩
手
山
麓
農

業
水
利
事
業
所
長
（
北
陸
農
政

局
地
方
参
事
官
）
熊
谷
徹
▽
本

の
義
務
化
の
働
き
掛
け
を
国
交

省
に
求
め
た
。

　

日
建
連
の
ま
と
め
に
よ
る

と
、
日
建
連
会
員
企
業
の
Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ｓ
稼
働
現
場
は
全
て
の
稼
働

現
場
の
76
㌫
、
就
業
履
歴
蓄
積

数
の
93
㌫
を
占
め
て
お
り
、
山

内
会
長
は
「
日
建
連
が
孤
軍
奮

闘
し
て
い
る
状
況
」
と
発
言
。

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
運
営
協
議
会
で
は
、

23
年
度
以
降
に
単
年
度
黒
字
化

を
実
現
す
る
た
め
、
技
能
者
登

録
数
、
事
業
者
登
録
数
、
タ
ッ

志
田
領
司
会
長
も
、都
道
府
県
・

市
町
村
発
注
工
事
で
活
用
を
義

務
化
し
、「
利
用
料
金
を
積
算

時
に
現
場
管
理
費
に
計
上
し
て

く
れ
れ
ば
普
及
に
つ
な
が
る
」

と
応
じ
た
。

　

赤
羽
一
嘉
国
交
相
は
「
47
都

道
府
県
と
ひ
ざ
詰
め
で
話
し
て

い
く
」
と
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
活
用
を
自

治
体
に
強
く
働
き
掛
け
る
姿
勢

を
示
し
た
。
ま
た
、
ダ
ン
ピ
ン

グ
対
策
を
強
化
す
る
考
え
も
示

し
、「
ダ
ン
ピ
ン
グ
に
及
ん
だ

る
。

　

二
重
提
出
が
解
消
さ
れ
る
の

は
、
▽
請
負
代
金
内
訳
書
▽
工

事
費
構
成
書
▽
工
事
完
成
図
書

▽
工
事
管
理
台
帳
―
な
ど
。
こ

れ
ま
で
は
、
受
注
者
に
紙
の
成

果
品
と
電
子
デ
ー
タ
を
保
存
し

た
電
子
媒
体
の
双
方
を
発
注
者

に
提
出
す
る
よ
う
求
め
て
い
た

が
、
今
後
は
電
子
デ
ー
タ
の
み

の
提
出
を
求
め
る
。

　

こ
の
う
ち
、
工
事
管
理
台
帳

（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
品
質
記
録
な

ど
）
は
製
造
工
場
か
ら
提
出
さ

れ
る
試
験
成
績
表
が
書
面
で
あ

る
た
め
、
紙
ベ
ー
ス
で
の
提
出

に
伴
っ
て
共
通
仕
様
書
へ
の
記

載
に
格
上
げ
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト

堰
堤
本
体
工
に
お
け
る
「
砂
防

ソ
イ
ル
セ
メ
ン
ト
」
も
共
通
仕

様
書
に
規
定
を
追
加
す
る
。

　

国
土
交
通
省
は
、
被
災
地
に

お
け
る
適
正
な
施
工
の
確
保
等

を
目
的
に
適
用
し
て
い
る
国
交

省
発
注
工
事
の
前
金
払
の
特
例

措
置
を
継
続
す
る
。
２
０
２
１

え
る
企
業
が
増
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
立
地
件
数
、
立
地
面
積

い
ず
れ
も
１
９
６
７
年
の
調
査

開
始
以
来
最
小
。
特
に
立
地
件

数
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
あ

お
り
を
受
け
た
２
０
０
９
年
と

同
数
だ
っ
た
。

　

立
地
件
数
の
増
減
を
県
別
に

見
る
と
、
秋
田
県
が
前
年
よ
り

２
件
増
の
８
件
で
、
東
北
各
県

　

県
別
の
立
地
件
数
は
山
形
の

20
件
が
最
も
多
く
、宮
城
19
件
、

福
島
15
件
、
岩
手
10
件
、
秋
田

８
件
、
青
森
４
件
の
順
（
表
）。

立
地
面
積
は
山
形
の
23
・
６
㌶

（
前
年
36
・
７
㌶
）
が
最
大
で
、

宮
城
22
・
９
㌶
（
同
44
・
３
㌶
）、

福
島
21
・
９
㌶
（
同
37
・
４
㌶
）、

で
唯
一
の
増
加
。
岩
手

が
前
年
と
同
数
の
10
件

だ
っ
た
。
一
方
、
ほ
か

４
県
は
前
年
を
下
回
っ

て
お
り
、
中
で
も
福
島

は
９
件
減
と
大
幅
に
落

ち
込
ん
だ
。

　

全
国
の
立
地
件
数

は
、
前
年
比
19
・
３
㌫

減
の
８
２
６
件
、
立
地

面
積
は
同
11
・
１
㌫
減

の
１
１
４
７
・
９
㌶
。

全
国
に
占
め
る
東
北
の

シ
ェ
ア
は
、
立
地
件
数

が
０
・
６
㌽
減
の
９
・

２
㌫
、
立
地
面
積
が
同

３
・
４
㌽
減
の
８
・
１

㌫
だ
っ
た
。

岩
手
14
・
６
㌶
（
同
13
・
５
㌶
）、

秋
田
５
・
９
㌶
（
同
２
・
９
㌶
）、

青
森
３
・
９
㌶
（
同
13
・
４
㌶
）

と
続
い
た
。

　

業
種
別
で
は
食
料
品
の
19
件

が
最
多
で
、
電
気
業
７
件
、
生

産
用
機
械
と
輸
送
用
機
械
が
各

６
件
、
金
属
製
品
と
電
気
機
械

が
各
５
件
な
ど
と
続
く
。
食
料

品
は
宮
城
で
９
件
と
集
中
し
た

ほ
か
、
山
形
５
件
、
岩
手
４
件
、

秋
田
１
件
と
な
っ
て
い
る
。

　

東
北
の
産
業
用
地
の
活
用
状

況
を
見
る
と
、
56
・
４
㌫
を
工

業
団
地
が
供
給
す
る
傾
向
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
東
北
地

方
以
外
に
本
社
が
あ
る
企
業
の

立
地
割
合
は
、36
・
８
㌫
だ
っ
た
。

　

こ
の
調
査
は
、
工
場
立
地
法

に
基
づ
き
、
製
造
業
や
電
気
業

（
水
力
、
地
熱
、
太
陽
光
発
電

を
除
く
）、
ガ
ス
業
、
熱
供
給

業
の
た
め
の
工
場
、
事
業
場
、

研
究
所
な
ど
を
建
設
す
る
目
的

で
、
20
年
に
１
０
０
０
平
方
㍍

以
上
の
用
地
を
取
得
し
た
事
業

者
を
対
象
に
、
上
半
期
と
下
半

期
の
年
２
回
実
施
し
て
い
る
。

国
交
省
・
建
設
業
団
体
の
意
見
交
換
会

日 建 連

公
共
工
事
で
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
義
務
化
必
要

　

ク
リ
ヤ
マ
（
大
阪
市
中
央

区　

能
勢
広
宣
代
表
取
締
役

社
長
）
が
販
売
し
て
い
る
ス

ポ
ー
ツ
施
設
専
用
床
材
「
タ

ラ
フ
レ
ッ
ク
ス
」
の
需
要
が

高
ま
っ
て
い
る
。
床
板
の
剥

離
に
よ
る
負
傷
事
故
防
止

や
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
た

環
境
整
備
な
ど
を
背
景
に
受

注
量
は
大
き
く
伸
び
て
お

り
、
安
全
性
が
高
く
ス
ポ
ー

ツ
に
適
し
た
床
材
と
し
て
活

躍
す
る
。ま
た
、優
れ
た
ク
ッ

シ
ョ
ン
性
と
保
温
性
な
ど
か

ら
、
災
害
時
の
防
災
拠
点
と

し
て
の
有
用
性
も
兼
ね
備
え

て
お
り
、
注
目
を
集
め
て
い

る
。

　

タ
ラ
フ
レ
ッ
ク
ス
は
フ
ラ

ン
ス
の
Ｇ
ｅ
ｒ
ｆ
ｌ
ｏ
ｒ

（
ジ
ェ
ル
フ
ロ
ア
）
社
製
で
、

国
内
で
は
１
９
７
８
年
か
ら

ク
リ
ヤ
マ
が
総
代
理
店
と
し

て
販
売
し
て
い
る
。
国
立

代
々
木
第
一
体
育
館
を
は
じ

め
、
全
国
で
４
０
０
０
カ
所

以
上
の
採
用
実
績
が
あ
る
。

直
近
で
は
、
宮
城
大
学
太
白

キ
ャ
ン
パ
ス
体
育
館
の
改
修

に
採
用
さ
れ
る
な
ど
、
東
北

で
も
普
及
が
進
ん
で
い
る
。

　

従
来
の
体
育
館
の
床
仕
上

げ
は
木
製
が
主
流
だ
っ
た

が
、
床
板
の
剥
離
に
よ
る
負

傷
事
故
の
多
発
が
課
題
と

な
っ
て
い
た
。
タ
ラ
フ
レ
ッ

ク
ス
は
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
性
の

シ
ー
ト
形
状
で
安
全
性
が
高

く
、
表
層
の
特
殊
ウ
レ
タ
ン

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
荷
重
に
強

い
グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
層
、

高
密
度
・
低
密
度
の
ダ
ブ
ル

ス
ポ
ン
ジ
層
の
３
層
構
造
に

よ
り
、
グ
リ
ッ
プ
力
や
反
発

力
、衝
撃
吸
収
力
に
優
れ
る
。

多
く
の
国
際
競
技
団
体
か
ら

公
認
さ
れ
た
フ
ロ
ア
で
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
は
バ
レ
ー
ボ
ー

工期短縮、精度向上に手応え み
ち
の
く
ｉ
―
Ｃ
ｏ
ｎ
奨
励
賞
受
賞

み
ち
の
く
ｉ
―
Ｃ
ｏ
ｎ
奨
励
賞
受
賞  

技
術
者
に
聞
く

技
術
者
に
聞
く

日建工業（仙台市）

―
―　

受
賞
の
感
想
を

長
谷
川　

さ
ま
ざ
ま
な
方
の
力
添
え
が
あ
っ

て
の
受
賞
で
あ
り
、
皆
さ
ん
に
感
謝
し
て
い

る
。
日
々
、
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
私
に
と
っ
て

は
、
今
回
の
受
賞
が
さ
ら
な
る
向
上
心
に
つ

な
が
り
、
励
み
に
な
る
と
感
じ
て
い
る
。

齋
藤　

高
い
精
度
で
完
成
で
き
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施

工
を
取
り
入
れ
て
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
の
３
Ｄ
デ
ー
タ
作
成
や
Ｉ
Ｃ

Ｔ
施
工
の
経
験
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
を
活
用
で
き
る
機
会
が

あ
れ
ば
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

―
―　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
経
緯
と
具
体
的
な
効

果
は

長
谷
川　

発
注
者
が
異
な
る
３
件
の
工
事
が

近
接
し
て
い
る
現
場
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
工

の
遅
れ
が
各
工
事
に
影
響
す
る
た
め
、
各
工

程
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
作
業
が
求
め
ら
れ

た
。
盛
土
転
圧
管
理
・
法
面
整
形
・
下
層
路

盤
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
を
行
い
、
施
工
日
数
は
盛

土
・
法
面
整
形
で
17
日
、
下
層
路
盤
で
６
日

短
縮
で
き
た
。
特
に
築
山
は
、
複
雑
な
曲
線

で
変
化
の
多
い
法
面
勾
配
で
あ
り
、
単
な
る

円
錐
と
は
異
な
る
複
雑
な
形
状
が
ネ
ッ
ク
と

な
っ
た
。
丁
張
を
設
置
し
た
場
合
、
稼
働
エ

リ
ア
が
狭
く
な
り
重
機
の
身
動
き
が
取
れ
な

く
な
る
た
め
、
丁
張
を
設
置
せ
ず
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ

施
工
を
取
り
入
れ
た
。
結
果
と
し
て
精
度
の

高
い
仕
上
が
り
を
実
現
で
き
た
。

　

日
建
工
業
（
仙
台
市　

大
泉
敏
代
表
取
締
役
社
長
）
が
施
工
し
た
「
名

取
川
閖
上
地
区
河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
工
事
」（
発
注
＝
東
北
地
方
整

備
局
仙
台
河
川
国
道
事
務
所
）と「
仙
台
市
東
部
復
興
道
路
整
備
事
業（
主
）

塩
釜
亘
理
線
（
か
さ
上
げ
道
路
）
舗
装
新
設
工
事
（
５
工
区
）」（
発
注
＝

仙
台
市
）
の
２
件
が
、
２
０
２
０
年
度
み
ち
の
く
ｉ
―
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ

ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。
建
設
現
場
の
生
産
性
向
上
へ
Ｉ
Ｃ
Ｔ

技
術
の
普
及
が
カ
ギ
と
な
る
中
、
各
現
場
で
監
理
技
術
者
を
務
め
た
長
谷

川
力
氏
、
齋
藤
英
治
氏
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
手
応
え
な
ど
を
聞
い
た
。

長
谷
川　

設
計
図
を
３
次
元
化
（
Ｃ
Ｉ
Ｍ
モ

デ
ル
化
）
し
て
、
３
６
０
度
ど
の
位
置
か
ら

も
確
認
で
き
る
現
場
の
３
Ｄ
イ
メ
ー
ジ
デ
ー

タ
を
作
成
し
、
工
事
説
明
や
各
段
階
の
打
ち

合
わ
せ
で
活
用
し
た
。細
部
の
不
具
合
箇
所
、

形
状
・
設
置
位
置
を
変
更
し
た
場
合
の
完
成

イ
メ
ー
ジ
を
発
注
者
と
共
有
で
き
、
手
戻
り

が
な
く
、ス
ム
ー
ズ
な
施
工
に
つ
な
が
っ
た
。

か
な
り
実
用
的
な
ツ
ー
ル
だ
と
感
じ
た
。

―
―　

か
さ
上
げ
道
路
５
工
区
の
現
場
で

は
、
工
業
高
校
生
の
産
業
現
場
実
習
で
Ｉ
Ｃ

Ｔ
技
術
を
紹
介
し
た
。
反
応
は
ど
う
か

齋
藤　

想
像
以
上
に
興
味
を
持
っ
て
見
て
く

れ
て
い
た
。
建
設
現
場
で
活
用
す
る
技
術
が

と
て
も
進
ん
で
い
る
こ
と
を
体
感
し
て
も
ら

え
た
と
思
う
。
自
社
へ
の
入
社
に
も
つ
な

が
っ
た
と
聞
き
、
嬉
し
い
。
若
者
が
建
設
業

界
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な

れ
ば
良
い
。

―
―　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
経
験
を
今
後
に
ど
う

生
か
し
て
い
く
か

長
谷
川　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
に
加
え
、
Ｃ
Ｉ
Ｍ
モ

デ
ル
化
し
た
３
Ｄ
イ
メ
ー
ジ
デ
ー
タ
の
活
用

も
推
進
し
た
い
。
建
設
業
の
生
産
性
向
上
、

業
務
の
効
率
化
に
有
効
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
幅

広
い
分
野
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な

れ
ば
良
い
と
思
う
。

齋
藤　

経
験
を
積
む
ほ
ど
、
工
期
短
縮
、
安

全
性
、
精
度
向
上
へ
の
有
用
性
を
実
感
で
き

た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
舗
装
工
は
対
象
工
事
が
少
な
い

た
め
、
土
工
な
ど
舗
装
工
以
外
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施

工
に
つ
い
て
も
学
ん
で
積
極
的
に
取
り
入
れ

て
い
き
た
い
。

齋
藤　

仙
台
市
初
と
な
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
舗
装
工
モ

デ
ル
工
事
の
案
件
だ
っ
た
。
土
工
工
事
の
引

き
渡
し
日
が
予
定
よ
り
遅
れ
、
さ
ら
に
後
続

工
事
も
あ
る
中
で
、
か
さ
上
げ
道
路
の
開
通

日
が
決
め
ら
れ
て
い
た
の
で
短
期
間
で
工
事

を
完
成
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
３
Ｄ
レ
ー

ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー
を
用
い
た
測
量
や
３
Ｄ
設

計
デ
ー
タ
の
作
成
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
に
よ
る
施

工
を
行
い
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
で
工
期
が
35
日
短

縮
し
た
。
私
自
身
、
マ
シ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

グ
レ
ー
ダ
の
使
用
は
今
回
が
3
現
場
目
で
、

デ
ー
タ
作
成
や
施
工
能
力
に
つ
い
て
は
あ
る

程
度
理
解
で
き
て
い
た
が
、
そ
の
他
の
測
量

に
つ
い
て
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
経
験
を
積

む
こ
と
が
で
き
た
。

―
―　

手
応
え
は
ど
う
か

長
谷
川　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
の
経
験
は
２
現
場
目

だ
っ
た
が
、
今
回
は
特
に
築
山
が
難
所
で
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
メ
ー
カ
ー
か
ら
も
施
工
し
た
実

績
が
な
い
と
言
わ
れ
て
い
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機

で
設
計
通
り
に
施
工
で
き
る
か
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
は
あ
っ
た
が
、
結
果
と
し
て
複
雑
な
形
状

で
も
施
工
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た

点
は
大
き
な
成
果
だ
。

齋
藤　

工
期
の
短
縮
に
つ
な
が
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
高
い
精
度
で
施
工
で
き
る
。
今
回

の
現
場
で
言
え
ば
、
約
２
㌔
㍍
の
道
路
を
平

ら
に
仕
上
げ
る
こ
と
は
熟
練
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

で
も
な
か
な
か
難
し
い
。
目
視
で
も
分
か
る

く
ら
い
非
常
に
仕
上
が
り
が
き
れ
い
だ
と
実

感
し
た
。

―
―　

河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
工
事
で
は

Ｃ
Ｉ
Ｍ
モ
デ
ル
の
活
用
も
試
み
た

み
ち
の
く
ｉ
―
Ｃ
ｏ
ｎ
奨
励
賞
受
賞
の
長
谷
川
監
理
技

術
者（
左
）と
齋
藤
監
理
技
術
者（
右
）。中
央
は
大
泉
社
長

名取川閖上地区河川防災ステーション工事
長谷川 力 監理技術者

仙台市東部復興道路 舗装新設工事（５工区）
齋藤 英治 監理技術者

安全性確保し競技をサポート安全性確保し競技をサポート

ク リ ヤ マ

スポーツ専用床材「タラフレックス」

ル
な
ど
の
競
技
で
採
用
が
決

ま
っ
て
い
る
。

　

施
工
に
当
た
っ
て
は
既
存

床
を
壊
さ
ず
に
敷
設
で
き
、

フ
ロ
ー
リ
ン
グ
体
育
館
（
１

０
０
０
平
方
㍍
）
の
改
修
で

は
、
既
存
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の

撤
去
・
新
設
・
研
磨
ウ
レ
タ

ン
塗
装
を
施
し
た
場
合
と
比

べ
て
、
コ
ス
ト
が
最
大
35
㌫

削
減
、
工
期
が
最
大
20
日
短

縮
で
き
る
と
い
う
。

　

高
い
耐
久
性
や
維
持
管
理

の
し
や
す
さ
も
特
長
と
な
っ

て
い
る
ほ
か
、
表
層
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
は
抗
菌
・
抗
ウ
イ

ル
ス
効
果
も
確
認
さ
れ
て
い

る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
ク
リ
ヤ

マ
仙
台
営
業
所
（
☎
０
２
２

―
２
６
３
―
６
９
５
１
）
ま

で
。

前
年
比

前
年
比
2424
％
減
の

％
減
の
7676
件件

東北経産局

20
年
の
工
場
立
地
動
向
調
査

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
調
査
開
始
以
来
最
小

東
北
６
県

紙
・
電
子
の
二
重
提
出
解
消

共

通

仕

様

書

改

定

国 交 省

工
事
完
成

図　
　

書

事
業
者
が
業
界
か
ら
追
放
さ
れ

る
く
ら
い
で
な
い
と
だ
め
。
抜

け
駆
け
行
為
は
絶
対
に
許
さ
な

い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
国

交
省
と
し
て
も
旗
幟
を
鮮
明
に

す
る
必
要
が
あ
る
」
と
強
調
し

た
。

年
度
も
岩
手
、
宮
城
、
福
島
の

被
災
３
県
を
対
象
に
前
金
払
の

割
合
を
請
負
金
額
の
10
分
の
５

以
内
、
中
間
前
金
払
の
対
象
と

な
る
工
事
を
請
負
金
額
３
０
０

万
円
以
上
と
す
る
。

　

対
象
は
22
年
３
月
31
日
ま
で

に
新
た
に
請
負
契
約
を
締
結
す

る
工
事
（
国
庫
債
務
負
担
行
為

含
む
）
に
係
る
前
払
金
で
、
同

日
ま
で
に
払
い
出
し
が
行
わ
れ

た
も
の
。
使
途
に
つ
い
て
も
現

場
管
理
費
お
よ
び
一
般
管
理
費

等
の
う
ち
当
該
工
事
の
施
工
に

要
す
る
費
用
に
拡
大
す
る
。　
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）

工場立地件数の推移 〔件数、％〕

16年 17年 18年 19年 20年 前年比

青森県 7 (6) 6 (6) 6 (6) 12 (12) 4 (3) 33.3%

岩手県 11 (8) 11 (11) 14 (14) 10 (10) 10 (9) 100.0%

宮城県 48 (47) 23 (23) 29 (29) 27 (25) 19 (17) 70.4%

秋田県 19 (9) 10 (7) 9 (8) 6 (6) 8 (7) 133.3%

山形県 24 (21) 19 (19) 22 (22) 21 (14) 20 (18) 95.2%

福島県 17(16) 32 (31) 24 (23) 24 (21) 15 (14) 62.5%

合計 126 (107) 101 (97) 104 (102) 100 (88) 76 (68) 76.0%

（　）内は製造業等の件数

２０２１

４月１日

木曜日

第１８５６８号　　２０２１年（令和３年）４月１日（木曜日）　　日刊（土曜、日曜、祝日休刊）  （昭和 32 年１月 28 日第三種郵便物認可）　　　　　　　（16）


	210401付16

